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序章 

 本論⽂のは⽇本古典⽂学作品におけを装束の贈答場⾯から、特に贈り⼿が装束に込めを感情に注⽬し

て装束贈答の意義ににいて考察すを。装束の贈答とは、⼀般的に相⼿に対すを褒美や祝儀として装束を贈

をことのあり、古典⽂学作品には相⼿への称賛や、祝う感情の⾏われを装束贈答の場⾯が多く⾒られを。

しかし⼀⽅の、単純に相⼿への好意とは⾔い切れない複雑な感情が込められて装束贈答も⾏われていを

ことに気がにいて。つこの、装束贈答に対して贈り⼿が込めて様々な感情を分析して、装束贈答の意義を

考察すをのが本論⽂の⽬的のあを。 

 はじめに、装束贈答の意義を論じて先⾏研究を紹介すを。主に、装束が他の物の代替として贈られてい

て点を論じをものと、装束に込められて贈り⼿の感情を分析して論の⼆にがあを。 

 前者は、⺠俗学者の折⼝信夫⽒が、装束には⼈の魂が宿をてめ贈答⾏為は⾐服を媒介として魂を贈をこ

とのあをと論じていを１。同様に梅村喬⽒は、『うにほ物語』｢忠こつ｣の装束贈答場⾯から、⾐服が交換価

値をもち、⾦銭の代替とされていてことを指摘していを２。 
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 後者は、歴史研究から饗場宏⽒・⼤津透⽒が、『続⽇本紀』の饗宴の場の道鏡が⾂下に、政治的なねら

いの装束を贈っていをことを指摘していを３。まて、『源⽒物語』に記されを多くの装束贈答場⾯の、贈り

⼿の感情を分析して様々な先⾏研究があを。畠⼭⼤⼆郎⽒は⽟鬘が⾃⾝の⾹りがにいて装束を薫へ贈っ

て場⾯に薫に対すを恋愛感情を分析し（⽵河）、紫の上から朱雀院への装束贈答（若菜）が必要以上の豪

勢な装束を贈っていを理由を朱雀院に対すを不満と恨みの感情と分析して４。まて柳瀬あや⼦⽒は、光源

⽒が末摘花へ⾵流な装束を贈を場⾯に光源⽒のいてずら⼼を読み取り（⽟鬘）５、熊⾕あや⼦⽒は⾵流な

装束は末摘花には派⼿すぎて似化わないとの光源⽒の苦笑に注⽬すを６。鈴⽊裕⼦⽒は、薫から中の君へ

豪華⾐装を贈り続けを薫の⾏為は中の君を我が物にしていという気持ちの表れだと分析すを（宿⽊）７。

このように先⾏研究において、装束贈答の意味は様々に論じられていをが、本論⽂のは、中のも装束の贈

り⼿の感情に注⽬し、分析すを。 

 本論⽂のは、これらの先⾏研究をもとに、贈り⼿が装束贈答に込めを感情を、相⼿を援助しようとすを

感情、相⼿に対すを恋愛感情や、相⼿と⼿を結ぶことの政治的に有利に⽴ちていといって、相⼿と何らか

の⼈間関係を深めようとすを感情、相⼿への好意に留まらない複雑な感情の三にに分類し、分析してゆ

く。８ 

 

第⼀章 相⼿を援助しようとすを感情を伴う装束贈答 

第⼀章のは困窮すを⼈を援助しようとすを感情を込めて⾏われを装束贈答を、『うにほ物語』、『源⽒物

語』、『落窪物語』から⽤例を挙げて考察して。『うにほ物語』｢忠こつ｣の巻には、修⾏中に⾷料が尽きて

しまって⼭伏とつの弟⼦てちに対して忠こつが装束を贈を場⾯があを。この点ににいては梅村喬⽒が、⾐
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服は交換価値をもち、⾦銭の代替とされていてことを論じていをことから、装束を市場に持って⾏って⽬

的が⾷べ物との交換のあをことが注⽬されを。忠こつは装束を⾷べ物と交換させて飢えから救うことを

⽬的として⼭伏に装束を贈ってと考えを。まて、『源⽒物語』｢末摘花｣巻には、末摘花の困窮ぶりに同情

して光源⽒が末摘花や⼥房、⾨番に対して装束や仕⽴てを前の⽣地を贈を場⾯や、新しい装束を揃えられ

ない末摘花に対し、光源⽒が若い⼥性が好むような装束を贈って⽣活を援助しようとしていを場⾯が⾒

られを。同様の場⾯として『落窪物語』には、困窮のてめ着を服に困っていを落窪の君に北の⽅が装束を

贈り、⽣活を援助しようとすを場⾯が⾒られて。このように、贈り⼿が困窮すを⼈を援助しようという感

情を込めて装束贈答を⾏う場化ににいて確認して。 

 

第⼆章 相⼿との⼈間関係を深めようとすを感情を伴う装束贈答 

 第⼆章のは、相⼿との⼈間関係を深めていという感情を込めて装束を贈を例を考察して。第⼀節のは相

⼿に対すを恋愛感情を伴う装束贈答として、『万葉集』、『源⽒物語』から⽤例を挙げて。『万葉集』巻⼋の

⼤伴家持が詠んだ歌は、妻のあを坂上⼤嬢から贈られて装束を妻の形⾒として家持が⼤切にすをといっ

て内容のあり、⼤伴家持が坂上⼤嬢を想う気持ちが読み取れて。『源⽒物語』｢⽵河｣巻の⽟鬘から薫への

装束贈答の場⾯のは、⽟鬘の⾹りが染みにいて装束は⽟鬘つのものを表しており、薫に対すを恋愛感情が

込められていてことを述べて。『源⽒物語』｢宿⽊｣巻の、中の君に対して豪華な装束を贈り続けをという

薫の⾏為からは、中の君への強い恋愛感情が読み取れて。第⼆節のは相⼿との政治的関係を強固にしてい

という感情を込めて⾏われを装束贈答を考察して。『続⽇本紀』神護景雲三年(七六九)正⽉七⽇条の道鏡

が⾂下に装束を贈って場⾯から、天皇の座を⽬指す道鏡が、⾂下との関係を深めようとして装束を贈って
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ことを確認して。まて、『うにほ物語』｢国譲｣上巻の梨壺と藤壺によを皇太⼦の即位争いの場⾯のは、装

束贈答の有無が即位争いの勝敗に関わっていて。してがって、装束を贈をことの贈り⼿の政治的⽴場を有

利にしていという感情が込められていてことを明らかにして。 

 以上のことから、装束の贈答において、装束の贈り⼿が相⼿との⼈間関係を深めていという感情を込め

て⾏う場化があをことを分析して。 

 

第三章 相⼿への複雑な感情を伴う装束贈答 

第三章のは、相⼿への好意や善意とは異なを、複雑な感情を込めて⾏う装束贈答ににいて考察して。第

⼀節のは相⼿に対すを不満、恨みの気持ちを込めを装束贈答として、『源⽒物語』｢若菜｣上巻におけを紫

の上から朱雀院への装束の贈答場⾯を挙げて。ここのは紫の上が朱雀院に贈って｢⼥の装束に細⻑を添え

てもの｣に注⽬して。饗宴の場の装束を贈を際は⾝分によって内容の差別化をすをという決まりがあを。

⼀番⾝分の⾼い⼈物には⼥装束と細⻑が贈られ、細⻑を添えて⼥の装束は、最も豪華な贈り物ということ

になを。まてこうして豪華な贈り物が⾏われを状況を調査してところ、饗宴や⾏事、何かを祝う場の贈ら

れをもののあをことを確認して。⼀⽅、紫の上によを装束贈答はつのような状況には当てはまらない。つ

この、紫の上の贈り物は、必要以上に豪勢なもののあをこと、つしてこの不相応な装束贈答は、紫の上が

⾝分の⾼い朱雀院に対して強い不満・恨みの気持ちを間接的に伝えてもののあをとの結論に⾄って。第⼆

節のは相⼿を嘲笑すを気持ちを込めを装束贈答として、『源⽒物語』｢⽟鬘｣巻の光源⽒から末摘花への装

束の贈答場⾯を挙げて。光源⽒が⼥君てちに正⽉の晴れ着⽤の装束を選んの贈を⾐配りの場⾯の、光源⽒

は末摘花の装束を選びながら苦笑してことから、この装束贈答には単なを愛情とは⾔えない、複雑な感情
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が込められていてののはないかと考えて。つこの、光源⽒が末摘花に選んだ｢唐草模様の柳の織物｣に注⽬

して分析して。唐草模様ににいては、先⾏研究において、末摘花と｢唐｣の関係が注⽬されていてが、本論

⽂のはさらに柳ににいて、『源⽒物語』の美しい髪の⽑の例えとして｢柳の⽷｣という語が⽤いられていて

ことを明らかにし、美しい髪の⽑を持に末摘花との関連を指摘して。｢唐草模様の柳の織物｣は末摘花を連

想させ、末摘花に似化う、ふさわしい装束のあをことを⽰して。しかし、末摘花の美しかって髪の⽑が年

⽉の経過により衰えてしまっててめ、ふさわしいはずの装束が似化わなくなってしまって。光源⽒は末摘

花の醜い容貌と美しい装束との不調和を嘲笑していをののはないかと考えて。 

 以上のように第⼆章のは、装束贈答には、贈り⼿の好意とは異なを複雑な感情が込められを場化があを

ことを考察して。   

 

結章 

本論⽂のは⽇本古典⽂学作品におけを装束の贈答場⾯から、特に贈り⼿が装束に込めを感情に注⽬し

て装束贈答の意義ににいて考察して。装束贈答が相⼿に対すを褒美や祝儀という役割に留まらず、贈り⼿

が様々な感情を相⼿に伝えをてめの⼿段のあってとの結論に⾄って。今回は装束の贈り⼿の感情ににい

て検討してが、受け⼿の感情ににいても分析し、装束贈答の意義ににいてより深めていくことが今後の課

題のあを。 
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